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2025 年度前期 子ども健康・スポーツゼミ 実践報告 

  

細川賢司  

（名古屋芸術大学 教育学部 講師）  

 

はじめに 

今年で子ども健康・スポーツゼミは 3 年目を迎

え、2～4 年生合計 14 名で活動を行ってきた。2025

年度前期は①車いすバスケットボール体験会（い

ちい信金アリーナ B）、②デジタルバッティングセ

ンター（バンテリンドームナゴヤ）、③留学生別科

異文化交流授業スポーツ交流会（名古屋芸術大学

東キャンパス 11 号館 4 階多目的室）に取り組ん

だ。本稿ではこれらの活動について報告する。 

 

1. 車いすバスケットボール体験会 

日時：2025 年 4 月 12 日(土)、13 日(日)  

※両日とも 12：00～14：00 

場所：いちい信金アリーナ B（一宮市総合体育

館） 

講師：ワールドバスケットボールクラブ（WORLD 

BBC）竹内厚志選手、竹中久雄選手 

 

1.1. 背景 

本企画は、プロバスケットボールリーグである

B.LEAGUE と日本生命の連携事業「B.LEAGUE 

Hope×日本生命地域を元気に！バスケ ACTION 注

1)」の一環として開催された。柳城女子大学こども

学部教員から案内があり、名古屋芸術大学教育学

部も子ども健康・スポーツゼミの学生が本企画に

スタッフとして協力することとなった。 

 

1.2. 内容 

本企画は B.LEAGUE1 部に所属するファイティ

ングイーグルス名古屋対茨城ロボッツの試合前に

行われ、事前応募者および試合観戦のための来場

者が参加した。内容は以下のように 40 分コースと

10 分コースで分かれており、小学生～中学生を中

心に練習・試合形式で車いすバスケットボールの

体験が行われた。 

 

 

 

図 1. スタッフ打ち合わせの様子 

 

1.2.1. 40 分コース（12:50～13:30） 

①ドリブルの基本練習 

スポーツ用車いすに初めて触れる学生も多く、

最初はまっすぐ走行することすら難しく、思うよ

うに操作できない様子が見られた（図 2、3）。車輪

が進む方向やスピードの調整に戸惑い、壁にぶつ

かりそうになったり、ターンの際に思った以上に

大きく回ってしまったりと、普段の生活では経験

しない感覚に驚いていた。しかし、繰り返し挑戦

する中で次第に感覚をつかみ、スムーズにストッ

プやターンをこなせるようになっていった。イベ
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ント時には、学生自身が経験して得た感覚を参加

した子どもたちへわかりやすく丁寧に伝えてい

た。 

 

 

図 2. 本企画で使用したスポーツ用車いす 

 

 

 

図 3. 学生がスポーツ用車いすで移動する様子 

 

②シュートの基本練習 

車いすバスケットボールにおいては上半身の力

を使ってボールをリングに届かせる必要がある。

学生自身が体験した際もなかなかボールが遠くに

投げられずに苦労していた（図 4）。筋力の発達途

上にある子どもたちにとってはより難しい課題で

あり、イベント時には身振り手振りを交えなが

ら、背もたれを活用することやボールを投げる際

にねらう場所をアドバイスしていた（図 5）。 

 

 

 

図 4. 学生がシュート練習をする様子 
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図 5. 学生が参加者のシュート練習をサポートする様子 

 

③ミニゲーム 

40 分コースの最後のプログラムとして、実際の

車いすバスケットボールに近いルールでミニゲー

ムが実施された（図 6）。ミニゲームには参加者だ

けでなく、学生スタッフと講師も選手としてプレ

ーした。参加者はこれまで練習したドリブルやシ

ュートを活用し、同じチームの仲間と巧みにパス

を交換しながらプレーしていた。シュートにより

得点が入るたびに大きな歓声と拍手が会場に響い

た。また、今回講師を務めたのは現役の車いすバ

スケットボール選手であり、間近で鮮やかなハン

ドリング、素早い移動など迫力あるプレーを観察

することができたことは学生にとっても大きな学

びであった。ゲーム終了後には、参加者全員で記

念撮影が行われた（図 7）。 

 

 

 

図 6. ミニゲームの様子 

 

 

図 7. 40 分コース終了後の全体集合写真 

 

1.2.2. 10 分コース（13:40～14:20） 

10 分コースでは、主に試合観戦で来場した子ど

もたちが飛び入りで参加した。前半でドリブル、

後半でシュートの基本練習が行われた。ミニゲー

ムは実施されなかった。 

1.2.3. 大学生同士のミニゲーム（14:20～14:30） 

当初予定されていなかったが、余白時間を利用
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して大学生同士のミニゲームが実現した。名芸大

チームと柳城女子大チームにわかれ、お互いのプ

ライドをかけ真剣にプレーしていた。試合後には

共に集合写真を撮ることができ、本企画が子ども

たちのサポートだけでなく、大学生間の交流の場

にもなったことが感じられた（図 8）。 

 

 

図 8. 大学生同士のミニゲーム後の集合写真 

 

1.2.4. 試合観戦（15:30～） 

 締めくくりとして、参加者全員で「ファイティ

ングイーグルス名古屋 vs 茨城ロボッツ」の試合を

観戦した（図 9）。試合はもちろんのこと、試合

前・試合中にも様々な催し、セレモニーが行わ

れ、B.LEAGUE ならではの演出を楽しんだ。 

 

 

 

図 9. 試合観戦時の様子 

 

1.3. 総括 

本企画を通じて、学生は自らの体験を通し、車

いすバスケットボールの難しさと楽しさを実感

し、その学びを参加した子どもたちへ伝えてい

た。車いすバスケットボールはパラリンピックの

正式種目であり、2026 年に開催される愛知アジ

ア・アジアパラ競技大会でも実施される。そのた

め今回の体験は、学生にとって単なるスポーツ体

験にとどまらず、障がいの有無にかかわらず互い

を理解し合い、一緒に楽しむことができるスポー

ツの価値を再認識する機会となった。今後、学生

がこの学びを将来の保育や教育の現場で生かすこ

とで、共生社会への理解が深まり、誰もがスポー

ツを通して輝ける環境づくりへとつながっていく

ことが期待される。 

 

2. デジタルバッティングセンター 

日時：2025 年 6 月 8 日(土) 12：00～16：30（中日

ドラゴンズスポンサードゲーム時） 

場所：バンテリンドームナゴヤ 2 階中央入り口横

ブース 

 

2.1. 背景 

前年度に引き続き、中日ドラゴンズスポンサー

ドゲーム時にデジタルバッティングセンターを展

示した。これまで教育学部（子ども健康・スポー

ツゼミ、子ども ICT ゼミ）と芸術学部（先端メデ
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ィア表現コース）が協働した例はなく、デジタル

バッティングセンターはその初めての事例となっ

た。デジタルバッティングセンターの展示はこれ

で 4 回目となり、過去の実績や詳細な説明につい

ては、細川（2025a, b, c）；細川ほか（2025）で示

してあるためここでは割愛する。 

 

2.2. 内容 

2.2.1. 事前準備 

今年度は 5 月 22 日と 6 月 5 日の 2 日間で基礎演

習・専門演習の時間を利用して運営のリハーサル

および設営・解体の練習を行った（図 10）。なお今

回は子ども ICT ゼミの学生が集中授業で参加でき

なかったため、子ども健康・スポーツゼミの学生

のみで運営できるよう入念なシミュレーションを

行った。 

 

 

 

 

 

図 10. 事前準備（リハーサル）の様子 

 

2.2.2. 企画当日 

当日は教員 3 名と子ども健康・スポーツゼミの

学生 11 名、教育学部ボランティアスタッフ 3 名に

加え、北名古屋市職員 1 名がサポートに加わり、

合計 18 名で運営を行った。当日のスケジュールは

以下の通りである。 

① 8：00～集合、設営開始（図 11、12） 

② 12：00～運営開始（図 13） 

③ 16：30～運営終了、解体 
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図 11. 設営時の様子 

 

 

 

図 12. 設営完了時の様子 

 

 

 

 

図 13. 運営時の様子 

 

 



2025 年度前期 子ども健康・スポーツゼミ 実践報告 

27  

  

なお、今回は前年度に課題となったスイングの

捕捉精度について、よりフレームレートの高い赤

外線カメラを導入し、改善を図った。その結果、

主観ではあるが前年度よりもスイングの捕捉精度

が向上し、それに伴い体験者の満足度も向上した

ように思う。また、今回は球速の変化に加え、ラ

ンダムで変化球が出力されるよう再設計した。こ

れも体験者の満足度向上に寄与している可能性が

ある。 

 

2.3. 総括 

当日は、前年度と同様に 300 名程度の来場者に

体験を楽しんでもらうことができた。今年度は子

ども ICT ゼミが不参加であったため、設営や運営

上の不安もあったが、芸術学部や北名古屋市から

のサポートを受け、2 年連続でトラブルなく円滑に

運営することができたことは大いに自信となっ

た。また、前年度の課題を改善できるよう再設計

し、それが有効に機能したことも確認された。次

回に向けて、学生のアイデアをより活かしたアト

ラクションに改良していくことが課題である。 

 

3. 留学生別科スポーツ交流会 

日時：2025 年 7 月 10 日(木)10：40～ 

場所：名古屋芸術大学東キャンパス 11 号館 4 階多

目的室  

 

3.1. 背景 

これまで、教育学部と留学生別科との積極的な

交流が見られなかったことを背景に、前年度から

この取り組みが開始され、今年度で 2 回目の実施

となった。今回も、異文化交流や多様性の理解を

テーマとして、子ども健康・スポーツゼミの学生

がプログラムを考案・企画し、スポーツ交流会が

実施された。 

 

3.2. 実践 

教育学部からは、子ども健康・スポーツゼミ 12

名（教員 1 名、3 年生 8 名、2 年生 3 名）、国際ゼ

ミ 4 名（教員 1 名、2 年生 3 名）が参加した。また

留学生別科からは 15 名（教員 2 名、2 年生 13 名）

が参加した。以下はスポーツ交流会におけるプロ

グラムを示す。 

 10：40～10：55…開会式、自己紹介 

 10：55～11：25…「他のチームより多く集め

ろ！」カラーボール集めゲーム 

 11：25～12：00…「チームで協⼒して揃え

ろ！」ミニコーンビンゴゲーム 

 12：00～12：10…表彰・閉会式 

（1）開会式 

まず参加者は多目的室に集合し、教員から本企

画の説明、学生からプログラムの説明が行われた

（図 14）。次に、前回と同様、赤・黄・緑・青の 4

チームに分かれ、それぞれの色のビブスを着用し

た。最後に、チームごとに簡単な自己紹介が行わ

れた（図 15）。 

 

 

 

図 14. 開会式（学生挨拶） 
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図 15. 開会式（自己紹介） 

 

（2）スポーツ交流① カラーボール集めゲーム 

制限時間内に自チームの色のボールを多く集め

ることを競うというルールで行った（図 16、17）。

このプログラムはルールが単純で理解しやすく前

年度も好評であったため、今年度も引き続き行わ

れた。前年度に比べてルール説明を丁寧に行った

ことで、よりスムーズな理解・実践につながった

印象であった。 

 

 

 

図 16. カラーボール集めゲーム（実践中） 
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図 17. ボールギャザー（結果発表） 

 

（3）スポーツ交流② ミニコーンビンゴゲーム 

チームごとにリレー⽅式で、指定されたミニカ

ラーコーンを取りに⾏き、縦 5 マス×横 5 マスのミ

ニマットの上に置いて、先に直線で 5 つのコーン

をそろえたチームの勝利というルールで⾏った。

カラーボール集めゲームよりもルールが複雑であ

り、また留学⽣別科⽣の中にはビンゴを経験した

ことがない者もいたため、ゲーム内容の理解が難

しい場面もみられた。しかし、教育学部⽣がジェ

スチャーを交えつつわかりやすい⾔葉で説明した

ことに加え、実際のゲームの様子を観察すること

によって、最終的にはルールを理解し、共にゲー

ムを楽しむ姿が⾒られた（図 18）。 

 

 

 

図 18. ミニコーンビンゴゲーム（実践中） 

 

（4）表彰・閉会式 

4 チームの順位発表を行い、優勝チームには記念

品が手渡された（図 19）。また、本企画を主催した

学生および教員からの挨拶があり、その後はグル

ープごと、および参加者全員で記念撮影を行った

（図 20）。 

 

 

図 19. 表彰・閉会式 
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図 20. 記念撮影 

 

3.3. 総括 

前年度は現 4 年生がプログラムの考案・企画を

行い、今年度は現 3 年生がそれを確実に引き継い

だことで、前回と同等、あるいはそれ以上の盛り

上がりを見せた交流会となった。改めて、スポー

ツを通じて得られる学びや交流の価値は大きく、

教育学部の学生にとっても異文化理解を深める貴

重な機会となった。 

3.3.1. 教育学部生からの反応 

（1）教育学部生からのコメント 

 イベント終了後には運営をサポートした学生

で反省会を行い、運営方法に関する評価点や改善

点、異文化交流の内容に関する気づきやエピソー

ドが話し合われた（表 1、2）。 
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表 1. 教育学部生からのコメント（運営方法に関して） 

 

 

  

3. その他

評価点 改善点 評価点 改善点 評価点・改善点

最後にボールを数えるときがワ

クワクして競ってる感じがして

よかったと思う

他の人とぶつかるリスクがあっ

て少し危ない

頭を使ってチームで協力しなが

らゲーム出来るところ

コーンを置く時に倒れてしまう

ことがあったので敷くものを滑

りにくいものにするのが良いと

思った

景品があるおかげで本気でゲー

ムできて、楽しめた。

ルールも分かりやすく、また体

力も使うし、

自分は遠くへ行く、近くのを取

るなどとゲームが始まる前に作

戦会議などをしてコミュニケー

ションも取れたため楽しく遊ぶ

ことが出来きました！

ぶつかったりしている人達をよ

く見かけたので、場所も広い場

所でやったり、狭いのなら人数

を減らしたりしても良いのかな

と思いました！

足の速さや、頭を使ったりして

みんなとコミュニケーションが

取れたり、大盛り上がりですご

く楽しかったです！！またビン

ゴのマスを増やしたり逆に減ら

したりして遊んでみたいです

重ねるというルールや妨害する

というルールの他にもっとわか

りやすい相手チームを妨害する

やり方を考えたかったなと思い

ました！

順位を書いたり発表する時にド

ラムロールなどの音があったり

したら楽しかったなと後から思

いました

しっかりと体を動かせて楽しい ボールが近くにたくさんあるグ

ループと少ないグループがあっ

た

みんなでこことか指示を出し

あったり、接戦になって盛り上

ることができた

みんなが必死になってぶつかっ

ている人がいた

ゆっくりと話していて聞きやす

かった

応援や作戦を一緒に行うこと

で、合流ができ、仲が深まった

と思う。

かごに入れようとする人と入れ

終わった人がふつかりそうに

なっている人がいて、そこが少

し危ないと感じたので、そこが

改善できるといいのかなと思い

ました。

　足の速さと頭の回転のスピー

ドとの両方が試されるゲームで

良かったと思います。

　走る距離を長くしたら、もっ

と楽しくなると思った。例え

ば、2往復にする。他は、障害物

をつける。リフティングかバウ

ンドを5回やるなど。

　好きなものや食べ物が書かれ

たボード（画用紙にイラスト付

きで書いたもの）を持ってやる

とより伝わりやすいと思った。

場所が広ければ皆んなで遊べて

良い。

数える時にハラハラ感があって

チームで楽しめる。

より広い場所で、少し違うアレ

ンジをするなど

狭すぎてぶつかり合っていた

皆んなで協力できる所。

走る順番を話したり、置く場所

を教えあったりと話す場面が作

れる。

すぐに終わってしまう場合があ

る。

分かりません。

狭い範囲だったけれどたくさん

動けたところ

特になし 壁をタッチするルールがあるこ

とで、平等に戦うことができた

重ねなしのルールで6×6もおも

しろかったと思う

応援し合ってたくさんコミュニ

ケーションがとれた

留学生同士での会話が多く、日

本人学生がもっと積極的に間に

入っていくべきだったと思う

みんなが一生懸命動いていたの

がすごくいいと思った。

場所がもう少し広いと楽しいと

思う

チームの仲が深まって話すこと

が増えたのでいいと思った

特になし 時間が長くてどうすればいいか

わからない時間があった

協力してできた。コミュニケー

ションをしっかりととることが

出来る。

ぶつかりそうになるので、もう

少し広いとこでやったらもっと

楽しそう。

ハイタッチが入ってるので、親

睦が深まると思った。

ルールをもう少し簡単にすれば

いいと思った。

早く自己紹介が終わると、気ま

づい時間が生まれた。

実践してみせていたから、留学

生の人たちも理解しやすいよう

に感じた。

特になし 勝負をとても楽しめていたと思

う。

反則が理解していない人がいた

ため、チームでのルール確認の

時間を取った方が良かったのか

なと思った。

グループでの会話が盛り上がっ

ているところが多く見受けられ

た。

協力して集めることで自然にコ

ミュニケーションが取れる点

夢中になり、ぶつかって怪我を

する可能性があった

運動だけでなく、頭を使ってや

るので逆転する要素があってよ

かった

1人ミスをすると負けてしまう確

率が増えるので負担が大きい

優勝チームを前に呼び一人一人

景品を手渡しするのがよかっ

た。

1. カラーボール集め！ 2. ビンゴ！
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表 2. 教育学部生からのコメント（異文化交流の内容に関して） 

 

 

（2）異文化理解に関するアンケート 

今回は交流会の前後で子ども健康・スポーツゼ

ミの学生 10 名に対し「文化の知能指数（Cultural 

Intelligence Scale：CQS）（Ang et al., 2007）」を参考

とした異文化理解の深まりに関するアンケートを

実施した。アンケートの主要な内容は表 3 に示す

10 項目であり、①全くあてはまらない～⑦非常に

あてはまるの 7 件法で回答された。分析において

は、アンケートの各項目について全体平均を算出

した。 

分析の結果、項目 3 を除いたすべての項目で数

値の増加がみられ、特に項目 1、2、7、9、10 で変

化が大きかった（表 4）。これは、交流会の実施を

通じて、教育学部生の異文化理解に関わる「明る

く、社交的に交流を楽しむこと」や「ジェスチャ

ーや表情の変化を含む非言語的メッセージを交え

てコミュニケーションを図ること」などの心理的

側面に変化が生じたことを示唆している。今後

は、教育学部と留学生別科の交流にとどまらず、

全学的な交流に発展していきたい。 

3.3.2. 留学生別科教員・学生からの反応 

 イベント終了後には、留学生別科教員からのコ

メント、および留学生別科の学生から手紙が届い

た（表 5、図 21）。 

交流に関する気づき 全体的な感想や印象に残ったエピソード 今後の異文化交流のアイデア

こういうイベントがないと関わる機会がな

いから、このイベントで関われて良かった

と思う

スポーツを通して留学生の人の笑顔を見る

ことが出来てよかったと思う

異文化の人たちの食を体験するなど

なかなか関わることが出来ない人達だった

のでこれからも多くの人たちと関わってみ

たいと思ったし、逆に相手の国などの伝統

的なゲームや遊びも知ってみたいしやって

みたいと思った

初めてでお互いあまり上手く話せなかった

りコミュニケーションが取れなかった部分

があったけれど、行ったゲームがコミュニ

ケーションを取らないと難しかったり自然

とコミュニケーションが取れるようなゲー

ムだったのですぐ自然と会話が出来るよう

になってすごく楽しかったです！！

もっと広い場所で今回行ったゲームをもう

一度ルールを変えてやってみたいし、障害

物リレーなどもやってみたいと思いました

普段関わることのできない人たちと交流が

できた

ピンゴの時に全勝ができてみんなとハイ

タッチをすることができてなかを深めるこ

とができてよかった

留学生別科の人たちの国で有名なスポーツ

をする

応援する時に、一緒に盛り上がれて良かっ

た。

ネパール留学生の人たちが、楽しんでいる

姿が印象に残っています。

ネパールの人たちの遊びをやってみたいで

す。

よりコミュニケーションが取れる遊び。

お互いの文化的な遊びができたらより深い

交流が出来るようになるのかなと思いま

す。

今回は最初の交流として競争遊びができて

良かったと思います。

ボールを一緒に数える、喜ぶ。

別科の人が楽しそうに走っていて良かった

と思いました。

お互いの文化遊び、紹介などなど。

遊びの融合などなど

授業も被ることはないし棟も違うため、関

われるきっかけが作れて良かったと思った

言葉がなくても、ゲームを通して応援して

競い合って一緒に喜んだり悔しがったりし

て楽しかった

各国のお祭りを再現して招待する

去年とはまた違った人と関われてよかっ

た。留学生同士で話してた時に何を話せば

いいかわからなかった

スポーツ交流会を通して自分も話し方の工

夫をしたり遊びを通して仲良くなれてよ

かったです。

文化クイズ

積極的に関わっていけた。ルールをチーム

内で教え合うことが出来ていた。チームが

勝った時、ハイタッチやグータッチなどが

自然にできていた。

ボールを最後集める時にゼミ生だけで集め

ていたら、ネパールの人も自主的に手伝っ

てくれて嬉しかった。

カラーボール集め

一人一人と話すタイミングが多く、とても

協力的で楽しく交流出来たと思った。

勝負事に本気で挑んでくれると感じた。 留学生の地域の遊びを知りたい。

チームで分けることで結局別科の人は別科

の人、日本人学生は日本人学生と話すこと

が多かったので1対1のペアにするともっと

交流が深まったかなと思った

普段関わりのない人と同じグループになる

ことで自然とコミュニケーションを取るこ

とができてよかった

留学生の人と1対1のペアを組んで競技する



2025 年度前期 子ども健康・スポーツゼミ 実践報告 

33  

  

表 3. 異文化理解に関するアンケート項目 

番号 内容 

項目 1 異文化の人と関わることを楽しんでいる。 

項目 2 知らない文化の人々とも社交的に振る舞える自信がある。 

項目 3 新しい文化に適応したり、ストレスにも対処できたりする自信がある。 

項目 4 知らない文化の中で生活するのを楽しめる。 

項目 5 異文化での買い物環境にも慣れられる自信がある。 

項目 6 異文化交流があるときは、話し方（口調やアクセント）を変えている。 

項目 7 異文化の状況に応じて、間や沈黙の使い方を変えている。 

項目 8 異文化交流のとき、話すスピードを調整している。 

項目 9 異文化交流のときに、身振りや表情を変えている。 

項目 10 異文化交流の状況に応じて、顔の表情を変えている。 

 

表 4. 異文化理解に関するアンケート結果 
 

項目 1 項目 2 項目 3 項目 4 項目 5 項目 6 項目 7 項目 8 項目 9 項目 10 

事前 4.9 4.6 4.2 3.8 3.8 5.4 4.4 6.0 5.4 5.2 

事後 5.8 5.2 4.2 4.2 3.9 5.7 5.0 6.3 6.3 5.8 

事後-事前 0.9 0.6 0.0 0.4 0.1 0.3 0.6 0.3 0.9 0.6 

 

表 5. 留学生別科教員からのコメント 

教員 A 今日は別科生に貴重な経験をさせていただきありがとうございました。いつも

あまり運動できないので、久しぶりに動けて生き生きとしておりました。教育学

部の学生さんたちの企画運営もすばらしくスムーズな進行で、どれだけ準備に時

間をかけただろうと思い、学生さんたちの熱意を感じました。本当にありがとう

ございました。 

教員 B こちらこそ貴重な体験をありがとうございました。学生たちの顔をずっと見て

いましたが、終始ニコニコしており、皆この会を楽しんでいる様子が伝わってき

ました。本当に、その名の通りスポーツを通して交流ができた会だったなと思い

ます。 

また、企画した学生さんの指示や説明がとてもわかりやすく、声もよく通って

いて、学生たちもよく理解できていたと思います。ルールや時間など、皆が楽し

めるようにいろいろと工夫されていることもよくわかりました。 

最後のビンゴゲームは予期せぬどんでん返しの連続で、動画を何度見返しても

おもしろいです！学生の中には「またやりたいです」と私に言ってくる子もいま

した。これを機にさらに交流が深まるといいですね。今後ともよろしくお願い致

します。 
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図 21. 留学生別科の学生からの手紙 

 

3.3.3. その他 

なお余談ではあるが、前年度および今年度の交

流授業の様子は、第 20 回アジア・アジアパラ競技

大会（2026/愛知・名古屋）の企画展「スポーツ

SDGs と国際協力のチカラ～Aichi-Nagoya2026 がつ

なぐ未来～」で取り上げられ、2025 年 9 月 16～28

日の期間で地下鉄久屋大通駅南改札口横セントラ

ルギャラリーに展示された（図 22）。本学において

は教員が学部を横断して所属しているため、学部

間の密な交流が可能である。この環境は多文化共

生が重要視される今日において、異文化交流にお

ける先進的な取り組みにつながる可能性を秘めて

いる。したがって、上述したような全学的な取り

組みに加え、愛知県内の大学間や東海地域へと活

動の広がりも視野に入れた取り組みにしていきた

い。 

 

 

図 22. 企画展における展示の様子 
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注記 

1) 当該 Web サイト（https://www.bleague.jp/b-

hope/chiiki-genki/2024-25/）では次のように事業主

旨が説明されている。『地方創生への貢献を目指す

B.LEAGUE と、全国各地にネットワークを有する

日本生命。両者が協力し、地域社会の活性化に向

けた活動を各地域で展開・サポートしていく共同

事業です。全国に広がるクラブと連携し、各クラ

ブが「人」「地域社会」「地球環境」の 3 領域のサ

ステナビリティ向上に資するアクションを策定

し、地域を元気にすることを目指して活動してい

きます。』 
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